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コソボへの渡航を予定される皆様へ 
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コソボ北部 
（レポサビッチ、ズベチャン及びズビン・ポトクの 
3 ⾃治体並びにミトロビツァ市の北部（イバル川以北）） 

〔レベル２〕 
「不要不急の渡航は⽌めてください。」（継続） 
その国・地域への不要不急の渡航は⽌めてください。 
渡航する場合には特別な注意を払うとともに，十分な安全対策を 
とってください。 

 
【ポイント】 
 ●コソボでは、従来から多数派のアルバニア系と少数派のセルビア系両住⺠間の対⽴が続いており、最近でも、

独⽴に反対するセルビア系住⺠が⼤多数を占める北部を中⼼として、住⺠同⼠が対⽴する事案が発⽣していま
すので、コソボ北部への不要不急の渡航は⽌めてください。 

 
【概況】 
（1）コソボは 2008 年 2 ⽉に独⽴を宣⾔し、同年 6 ⽉に憲法が発効しました。⽇本は同年 3 ⽉、コソボを

独⽴国家として承認し、2009 年 2 ⽉にコソボとの間で外交関係を樹⽴しました。  
（2）現在、コソボでは、規模は縮小されたものの UNMIK（国連コソボ暫定⾏政ミッション）が存続してい

るほか、NATO（北⼤⻄洋条約機構）主導の KFOR（国際安全保障部隊）及び EU 主導による EULEX
（法の支配ミッション）が展開し、コソボ当局への業務の移管が進んでいます。  

（3）コソボでは、従来からアルバニア系とセルビア系両住⺠間の対⽴が続いており、コソボ独⽴宣⾔後
は、独⽴に反対するコソボ北部のセルビア系住⺠居住地域の情勢が不安定です。また、北部に限ら
ず、セルビア系・アルバニア系両住⺠が近接して居住する地域では十分な注意を払う必要がありま
す。しかし、その他の地域の情勢は全般的に落ち着いており、治安が悪化する兆候は⾒られません。  

（4）コソボでは、1999 年以前の紛争中に多数の地雷が埋設され不発弾等も残っており、地雷や不発弾の確
認・撤去作業が現在も続いています。また、紛争当時の武器の回収が進んでおらず、これらの武器を
使用したと思われる事件も発⽣していることから注意が必要です。  

（5）コソボには、イラク・レバントのイスラム国（ISIL）に外国人戦闘員として参加していた者が多数帰
還していると⾔われており、このような人物が国内でテロを起こす懸念があることから潜在的な脅威
となっています。 
これまでに、コソボにおいてテロによる⽇本人の被害は確認されていませんが、テロによる⽇本人の
被害は、シリアやアフガニスタンといった渡航中⽌勧告や退避勧告が発出されている国・地域に限り
ません。テロは、⽇本人が数多く渡航する欧米やアジアをはじめとする世界中で発⽣しており、これ
までもチュニジア、ベルギー、バングラデシュ、スリランカ等においてテロによる⽇本人の被害があ
りました。また、単独犯によるローンウルフ型テロや、⼀般市⺠が多く集まるレストラン、ショッピ
ングモール、公共交通機関等のソフトターゲットを標的としたテロが世界各地で頻発しており、こう
したテロの発⽣を未然に防ぐことは困難です。 
テロはどこでも起こり得ること、⽇本人も標的となり得ることを十分に認識し、テロ・誘拐に巻き込
まれることがないよう、「たびレジ」、海外安全ホームページ、報道等により最新の治安情報の入手に
努め、状況に応じて適切かつ十分な安全対策を講じるよう⼼掛けてください。 

 
※外務省海外安全情報（危険情報）の詳細につきましては、 

外務省海外安全ホームページ ︓ http://www.anzen.mofa.go.jp  
                  http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp（携帯版）にてご確認ください 
  または、 

外務省領事サービスセンター  電話︓（外務省代表）03-3580-3311 （内線）2902, 2903 
  外務省領事局海外邦人安全課（テロ・誘拐関連を除く） 電話︓（代表）03-3580-3311（内線）2306 

外務省領事局邦人テロ対策室（テロ・誘拐関連） 電話︓（代表）03-3580-3311（内線）3047  
までお問い合わせください。 

 
 
弊社では海外安全情報が発出された場合、原則として〔レベル１〕「十分注意して下さい」までの地域、国についてツアーを実施しており、 
ツアー実施にあたりましては、現地情報を十分把握し、安全で円滑な⽇程となる様配慮して運⾏管理を⾏っております。 

  


